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法務研究科委員長
豊泉貫太郎

　本書は慶應義塾大学大学院法務研究科（法科大学院）が慶應義塾創立150年

を記念して出版する論文集である。執筆者は現在の教員に止まらず開校以来教

鞭をとられた方も含まれている。短期間にも拘らず上下２巻約700頁に及ぶ大

著を出せたことは、法務研究科の実力を示すものといえ誇りを禁じえない。

　ところで法務研究科は開校５年未満の教育機関である。それが慶應義塾創立

150年を記念し出版するのは、塾全体の永い輝かしい歴史に肖ろうというので

はない。塾は開設当初から法学を一つの柱としており、従来は法学部が伝統の

確立に努力されたのであるが、これからは法務研究科も三田法学の確立、充実

を法学部と並んで、時には競って為さんとする決意を内外に示さんとする意図

からであるといえよう。今後更に実績を重ね、塾200年記念の際には法務研究

科が三田法学の一つの柱となっていることを秘かに祈念して刊行の辞とする。
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